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別 記 ９ の ２  

 

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 技 術 上 に 関 す る 基 準  

 

１  全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 噴 射 ヘ ッ ド を 設 け る 部  

 分 の 構 造 は ， 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 基 準 １ （ １ ） ， （ ２ ） ウ 及 び  

 エ ， （ ３ ） 並 び に （ ４ ） の 規 定 の 例 に よ る ほ か ， 次 に 定 め る と こ  

 ろ に よ る こ と 。  

 (1) 防 護 区 画 の 開 口 部 は ， 次 の ア 又 は イ に 定 め る と こ ろ に よ る こ  

  と 。  

  ア  ジ ブ ロ モ テ ト ラ フ ル オ ロ エ タ ン （ 以 下 「 ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 」  

   と い う 。 ） ， ブ ロ モ ク ロ ロ ジ フ ル オ ロ メ タ ン （ 以 下 「 ハ ロ ン  

   １ ２ １ １ 」 と い う 。 ） 又 は ブ ロ モ ト リ フ ル オ ロ メ タ ン （ 以 下  

   「 ハ ロ ン １ ３ ０ １ 」 と い う 。 ） を 放 射 す る も の に あ っ て は ，  

   次 の （ ア ） か ら （ ウ ） に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 階 段 室 ， 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー の 乗 降 ロ ビ ー そ の 他 こ れ ら  

    に 類 す る 場 所 に 面 し て 設 け て は な ら な い こ と 。   

   (ｲ) 床 面 か ら の 高 さ が 階 高 の ３ 分 の ２ 以 下 の 位 置 に あ る 開 口  

    部 で ， 放 射 し た 消 火 剤 の 流 失 に よ り 消 火 効 果 を 減 ず る お そ  

    れ の あ る も の 又 は 保 安 上 の 危 険 が あ る も の に は ， 消 火 剤 放  

    射 前 に 閉 鎖 で き る 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け る こ と 。   

   (ｳ) 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い 開 口 部 の 面 積 の 合 計 の 数 値 は ，  

    防 護 区 画 の 体 積 の 数 値 又 は 囲 壁 面 積 （ 防 護 区 画 の 壁 ， 床 及  

    び 天 井 又 は 屋 根 の 面 積 の 合 計 を い う 。 ） の 数 値 の う ち い ず  

    れ か 小 さ い 方 の 数 値 の １ ０ ％ 以 下 で あ る こ と 。   

  イ  ト リ フ ル オ ロ メ タ ン （ 以 下 「 Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 」 と い う 。 ） 又  

   は ヘ プ タ フ ル オ ロ プ ロ パ ン （ 以 下 「 Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ 」 と  

   い う 。 ） を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 消 火 剤 放 射 前 に 閉 鎖 で  

   き る 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け る こ と 。   

 (2) 防 護 区 画 に は ， ２ 方 向 避 難 が 確 保 で き る よ う に 相 反 す る 位 置  
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  に ２ 以 上 の 避 難 口 を ， 当 該 防 護 区 画 の 各 部 分 か ら １ の 避 難 口 に  

  至 る 歩 行 距 離 が ３ ０ ｍ 以 下 と な る よ う に 設 け る こ と 。 （ ハ ロ ン  

  １ ３ ０ １ を 放 射 す る も の を 除 く 。 ） た だ し ， 防 護 区 画 内 の す べ  

  て の 部 分 か ら 避 難 口 の 位 置 が 容 易 に 確 認 で き ， か つ ， 避 難 口 ま  

  で の 歩 行 距 離 が ３ ０ ｍ 以 下 で あ る 場 合 は こ の 限 り で な い 。   

２  噴 射 ヘ ッ ド は ， 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 基 準 ２ （ １ ） ア ， （ ２ ）  

 ア ， イ 及 び （ ３ ） の 規 定 の 例 に よ る ほ か ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ  

 り 設 け る こ と 。  

 (1) 全 域 放 出 方 式 に あ っ て は ， 次 の ア か ら オ に 定 め る と こ ろ に よ  

  る こ と 。  

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放  

   射 す る も の に あ っ て は ， ３ （ １ ） ア 又 は イ に 定 め る 消 火 剤 の  

   量 を ３ ０ 秒 以 内 に 放 射 で き る も の で あ る こ と 。   

  イ  Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る も の に あ  

   っ て は ， ３ （ １ ） ウ に 定 め る 消 火 剤 の 量 を １ ０ 秒 以 内 に 放 射  

   で き る も の で あ る こ と 。   

  ウ  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ を 放 出 す る 噴 射 ヘ ッ ド は ， 当 該 消 火 剤 を 霧  

   状 に 放 射 す る も の で あ る こ と 。   

  エ  噴 射 ヘ ッ ド の 放 射 圧 力 は ， 次 の （ ア ） 又 は （ イ ） に 定 め る  

   と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ を 放 射 す る ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ  

    て は ０ .１ MPa 以 上 ， ハ ロ ン １ ２ １ １ を 放 射 す る ハ ロ ゲ ン  

    化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ０ .２ MPa 以 上 ， ハ ロ ン １ ３ ０ １  

    を 放 射 す る ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ０ .９ MPa 以  

    上 で あ る こ と 。   

   (ｲ) Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ を 放 射 す る ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て  

    は ０ .９ MPa 以 上 ， Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る ハ ロ ゲ  

    ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ０ .３ MPa 以 上 で あ る こ と 。   

  オ  消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の と し ， 努 め て 登 録  

   認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   
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 (2) 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 噴 射 ヘ ッ ド は ，  

  （ １ ） ウ ， エ （ ア ） 及 び オ の 規 定 の 例 に よ る ほ か ， ３ （ ２ ） ア  

  （ ア ） 若 し く は （ イ ） に 定 め る 消 火 剤 の 量 又 は イ （ ア ） 若 し く  

  は （ イ ） に 定 め る 消 火 剤 の 量 を ３ ０ 秒 以 内 に 放 射 で き る も の で  

  あ る こ と 。   

３  ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 剤 の 貯 蔵 容 器 又 は 貯 蔵 タ ン ク （ 以 下 「 貯 蔵 容  

 器 等 」 と い い ， 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 基 準 の 例 に よ る 場 合 は ，  

 「 貯 蔵 容 器 」 を 「 貯 蔵 容 器 等 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 以 下 同  

 じ 。 ） に 貯 蔵 す る 消 火 剤 の 量 は ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 設 け る  

 こ と 。   

 (1) 全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ， 次 に 定 め  

  る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） 及  

   び （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ た 量 以 上 の 量 と す る  

   こ と 。  

   (ｱ) 防 護 区 画 の 体 積 （ 不 燃 材 料 で 造 ら れ ， 固 定 さ れ た 気 密 構  

    造 体 が 存 す る 場 合 に は ， 当 該 構 造 体 の 体 積 を 減 じ た 体 積 。  

    以 下 同 じ 。 ） １ m３ 当 た り ０ .４ ０ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 。   

   (ｲ) 防 護 区 画 の 開 口 部 に 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い 場 合 に あ  

    っ て は ， （ ア ） に よ り 算 出 さ れ た 量 に ， 当 該 開 口 部 の 面 積  

    １ ㎡ 当 た り ３ .０ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 を 加 算 し た 量 。   

  イ  ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放 射 す る も の に あ っ  

   て は ， 次 の （ ア ） 及 び （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ  

   た 量 に ， 防 護 区 画 内 に お い て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の  

   種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １ に 定 め る 係 数 （ 同 表 に 掲 げ る 危 険 物 以  

   外 の 危 険 物 及 び 同 表 に お い て 係 数 を 定 め て い る 危 険 物 以 外 の  

   危 険 物 に あ っ て は ， 別 表 第 ２ に 定 め る 方 法 に よ り 算 出 し た 係  

   数 。 以 下 同 じ 。 ） を 乗 じ て 得 た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

   (ｱ) 防 護 区 画 の 体 積 １ m３ 当 た り ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て  

    は ０ .３ ６ kg， ハ ロ ン １ ３ ０ １ に あ っ て は ０ .３ ２ kg の 割  
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    合 で 計 算 し た 量 。   

   (ｲ) 防 護 区 画 の 開 口 部 に 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い 場 合 に あ っ  

    て は ， （ ア ） に よ り 算 出 さ れ た 量 に ， 当 該 開 口 部 の 面 積 １  

    ㎡ 当 た り ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は ２ .７ kg， ハ ロ ン １  

    ３ ０ １ に あ っ て は ２ .４ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 を 加 算 し た  

    量 。  

  ウ  Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る も の に あ  

   っ て は ， 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 消 火 剤 の 種 別 の 区 分 に 応 じ ，  

   同 表 右 欄 に 掲 げ る 量 の 割 合 で 計 算 し た 量 に ， 防 護 区 画 内 に お  

   い て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １ に  

   定 め る 係 数 を 乗 じ て 得 た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

  

消 火 剤 の 種 類   防 護 区 画 の 体 積 １ m３ 当 た り の 消 火 剤 の 量   

Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３   ０ .５ ２ kg 以 上 ０ .８ ０ 以 下   

Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ   ０ .５ ５ kg 以 上 ０ .７ ２ kg 以 下   

  

 (2) 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ， 次 に 定 め  

  る と こ ろ に よ る こ と 。  

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） 又  

   は （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ た 量 に １ .１ を 乗 じ  

   て 得 た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。  

   (ｱ) 液 体 の 危 険 物 を 上 面 を 開 放 し た 容 器 に 貯 蔵 す る 場 合 そ の  

    他 火 災 の と き の 燃 焼 面 が 一 面 に 限 定 さ れ ， か つ ， 危 険 物 が  

    飛 散 す る お そ れ が な い 場 合 に あ っ て は ， 防 護 対 象 物 （ 当 該  

    消 火 設 備 に よ っ て 消 火 す べ き 製 造 所 等 の 建 築 物 そ の 他 の 工  

    作 物 及 び 危 険 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 表 面 積 （ 当 該 防 護  

    対 象 物 の 一 辺 の 長 さ が ０ .６ ｍ 未 満 の 場 合 に あ っ て は ， 当  

    該 辺 の 長 さ を ０ .６ ｍ と し て 計 算 し た 面 積 。 以 下 同 じ 。 ）  

    １ ㎡ 当 た り ８ .８ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 。   

   (ｲ) （ ア ） に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合 に あ っ て は ， 次 の 式 に よ  
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    っ て 求 め ら れ た 量 に 防 護 空 間 （ 防 護 対 象 物 の 全 て の 部 分 か  

    ら ０ .６ ｍ 離 れ た 部 分 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 の 部 分 を い  

    う 。 以 下 同 じ 。 ） の 体 積 を 乗 じ て 得 た 量 。  

 

 

 

     Ｑ は ， 防 護 空 間 の 体 積 １ m３ 当 た り の 消 火 剤 の 量 （ 単 位  

    kg/m３  ） （ イ （ イ ） に お い て 同 じ 。 ）   

     ａ は ， 防 護 対 象 物 の 周 囲 に 実 際 に 設 け ら れ た 壁 （ 防 護 対  

    象 物 の 全 て の 部 分 か ら ０ .６ m 未 満 の 部 分 に あ る も の に 限  

    る 。 ） の 面 積 の 合 計 （ 単 位 ㎡ ） （ イ （ イ ） に お い て 同 じ 。 ）   

     Ａ は ， 防 護 空 間 の 壁 の 面 積 （ 壁 の な い 部 分 に あ っ て は ，  

    壁 が あ る と 仮 定 し た 場 合 に お け る 当 該 部 分 の 面 積 ） の 合 計  

    （ 単 位 ㎡ ） （ イ （ イ ） に お い て 同 じ 。 ）  

  イ  ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放 射 す る も の に あ っ  

   て は ， 次 の （ ア ） 又 は （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ  

   た 量 に ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は １ .１ ， ハ ロ ン １ ３ ０ １  

   に あ っ て は １ .２ ５ を そ れ ぞ れ 乗 じ て 得 た 量 以 上 の 量 と す る  

   こ と 。   

   (ｱ) 液 体 の 危 険 物 を 上 面 を 開 放 し た 容 器 に 貯 蔵 す る 場 合 そ の  

    他 火 災 の と き の 燃 焼 面 が 一 面 に 限 定 さ れ ， か つ ， 危 険 物 が  

    飛 散 す る お そ れ が な い 場 合 に あ っ て は ， 防 護 対 象 物 の 表 面  

    積 １ ㎡ 当 た り ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は ７ .６ kg， ハ ロ  

    ン １ ３ ０ １ に あ っ て は ６ .８ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 に ， 当  

    該 場 所 に お い て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応  

    じ ， 別 表 第 １ に 定 め る 係 数 を 乗 じ て 得 た 量 。   
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   (ｲ) （ ア ） に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合 に あ っ て は ， 次 の 式 に よ  

    っ て 求 め ら れ た 量 に 防 護 空 間 の 体 積 を 乗 じ て 得 た 量 に ， 当  

    該 場 所 に お い て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応  

    じ ， 別 表 第 １ に 定 め る 係 数 を 乗 じ て 得 た 量 。   

 

     Ｘ は ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は ４ .４ ， ハ ロ ン １ ３ ０  

    １ に あ っ て は ４ .０ と す る 。   

     Ｙ は ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は ３ .３ ， ハ ロ ン １ ３ ０  

    １ に あ っ て は ３ .０ と す る 。   

 (3) 全 域 放 出 方 式 又 は 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に お  

  い て ， 同 一 の 製 造 所 等 に 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 が 二 以 上 存 す  

  る 場 合 に は ， そ れ ぞ れ の 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 に つ い て  

  （ １ ） 及 び （ ２ ） の 規 定 に よ り 計 算 し た 量 の う ち 最 大 の 量 以 上  

  の 量 と す る こ と 。   

 (4) 移 動 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に あ っ て は ， 一 の ノ ズ ル に つ  

  き 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 消 火 剤 の 種 別 に 応 じ ， 同 表 右 欄 に 掲 げ  

  る 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

  

消 火 剤 の 種 別   消 火 剤 の 量   

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２   ５ ０ kg  

ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １   ４ ５ kg  

  

４  全 域 放 出 方 式 又 は 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 設 置  

 及 び 維 持 に 関 す る 技 術 上 の 基 準 の 細 目 は ， 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の  

 基 準 ４ （ ４ ） ， （ ６ ） ア か ら キ ま で ， （ ８ ） ， （ ９ ） ア ， エ 及 び  

 カ ， （ １ ０ ） か ら （ １ ２ ） ま で ， （ １ ４ ） か ら （ １ ７ ） ま で ，  

 （ １ ８ ） ウ 及 び エ ， （ ２ ０ ） ， （ ２ １ ） ， （ ２ ３ ） ， （ ２ ４ ） ，   

 （ ２ ６ ） 並 び に （ ２ ７ ） の 規 定 の 例 に よ る ほ か ， 次 に 定 め る と こ  
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 ろ に よ る 。   

 (1) 全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ，  

  次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 当 該 消 火 設 備 を 設 置 す る 製 造 所 等 の 区 分  

  に 応 じ ， 同 表 右 欄 に 掲 げ る 消 火 剤 と す る こ と 。   

  

製 造 所 等 の 区 分   消 火 剤 の 種 別   

ガ ソ リ ン ， 灯

油 ， 軽 油 若 し く

は 重 油 を 貯 蔵

し ， 又 は 取 り 扱

う 製 造 所 等   

防 護 区 画 の 体 積 が

千 m３ 以 上 の も の   

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２

１ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １   

防 護 区 画 の 体 積 が

千 m３ 未 満 の も の  

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２

１ １ ， ハ ロ ン １ ３ ０ １ ， Ｈ Ｆ

Ｃ ― ２ ３ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７

ｅ ａ  

ガ ソ リ ン ， 灯 油 ， 軽 油 若 し く は 重 油

以 外 の 危 険 物 を 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱

う 製 造 所 等   

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２

１ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １   

  

 (2) 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ，  

  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ と す る こ  

  と 。  

 (3) 貯 蔵 容 器 等 の 充 填 比 は ， ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ の う ち 加 圧 式 の 貯 蔵  

  容 器 等 に 貯 蔵 す る も の に あ っ て は ０ .５ １ 以 上 ０ .６ ７ 以 下 ， 蓄  

  圧 式 の 貯 蔵 容 器 等 に 貯 蔵 す る も の に あ っ て は ０ .６ ７ 以 上 ２ .７  

  ５ 以 下 ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に あ っ て は ０ .７ 以 上 １ .４ 以 下 ， ハ ロ  

  ン １ ３ ０ １ 及 び Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ に あ っ て は ０ .９ 以 上 １ .６  

  以 下 ， Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ に あ っ て は １ .２ 以 上 １ .５ 以 下 で あ る こ  

  と 。  

 (4) 貯 蔵 容 器 等 は ， 次 の ア 及 び イ に 定 め る と こ ろ に よ り 設 け る こ  

  と 。  

  ア  加 圧 式 の 貯 蔵 容 器 等 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合  

   す る 放 出 弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品  
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   と す る こ と 。  

  イ  貯 蔵 容 器 等 の 見 や す い 箇 所 に ， 充 填 消 火 剤 量 ， 消 火 剤 の 種  

   類 ， 最 高 使 用 圧 力 （ 加 圧 式 の も の に 限 る 。 ） ， 製 造 年 及 び 製  

   造 者 名 を 表 示 す る こ と 。   

 (5) 蓄 圧 式 の 貯 蔵 容 器 等 は ， 温 度 ２ ０ ℃ に お い て ， ハ ロ ン １ ２ １  

  １ を 貯 蔵 す る も の に あ っ て は １ .１ MPa 又 は ２ .５ Mpa， ハ ロ ン  

  １ ３ ０ １ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 貯 蔵 す る も の に あ っ て は  

  ２ .５ MPa 又 は ４ .２ MPa と な る よ う に 窒 素 ガ ス で 加 圧 し た も の  

  で あ る こ と 。   

 (6) 貯 蔵 容 器 等 （ 蓄 圧 式 の も の で そ の 内 圧 力 が １ MPa 以 上 と な る  

  も の に 限 る 。 ） に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る 容 器  

  弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ  

  と 。  

 (7) 加 圧 式 の 貯 蔵 容 器 等 に は ， ２ MPa 以 下 の 圧 力 に 調 整 で き る 圧  

  力 調 整 装 置 を 設 け る こ と 。   

 (8) 加 圧 用 ガ ス 容 器 は ， 窒 素 ガ ス が 充 填 さ れ た も の で あ る こ と 。   

 (9) 加 圧 用 ガ ス 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る 安  

  全 装 置 及 び 容 器 弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認  

  定 品 と す る こ と 。   

 (10) 配 管 は ， 次 の ア か ら ウ ま で に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  鋼 管 を 用 い る 配 管 は ， ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ に 係 る も の に あ っ て  

   は Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４ ５ ２ に ， ハ ロ ン １ ２ １ １ ， ハ ロ ン １ ３ ０ １ 又  

   は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ に 係 る も の に あ っ て は Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４ ５  

   ４ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ３ ７ ０ の う ち 呼 び 厚 さ で ス ケ ジ ュ ー ル ４ ０ 以 上  

   の も の に ， Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ に 係 る も の に あ っ て は Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４  

   ５ ４ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ３ ７ ０ の う ち 呼 び 厚 さ で ス ケ ジ ュ ー ル ８ ０ 以  

   上 の も の に 適 合 す る も の 又 は こ れ ら と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す  

   る も の で ， 亜 鉛 メ ッ キ 等 に よ る 防 食 処 理 を 施 し た も の を 用 い  

   る こ と 。   

  イ  銅 管 を 用 い る 配 管 は ， Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ３ ３ ０ ０ の タ フ ピ ッ チ 銅 に  
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   適 合 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 強 度 及 び 耐 食 性 を 有 す る  

   も の を 用 い る こ と 。   

  ウ  管 継 手 及 び バ ル ブ 類 は ， 鋼 管 若 し く は 銅 管 又 は こ れ ら と 同  

   等 以 上 の 強 度 及 び 耐 食 性 を 有 す る も の で あ る こ と 。   

 (11) 起 動 装 置 は ， 次 の ア 又 は イ に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放  

   射 す る も の に あ っ て は ， 手 動 式 と す る こ と 。 た だ し ， 常 時 人  

   の い な い 防 火 対 象 物 そ の 他 手 動 式 に よ る こ と が 不 適 当 な 場 所  

   に 設 け る も の に あ っ て は ， 自 動 式 と す る こ と が で き る 。  

  イ  Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る も の に あ  

   っ て は ， 自 動 式 と す る こ と 。   

 (12) 全 域 放 出 方 式 の も の に は ， 次 の ア 又 は イ に 定 め る と こ ろ に  

  よ り 保 安 の た め の 措 置 を 講 じ る こ と 。  

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放  

   射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） か ら （ ウ ） ま で に 定 め る  

   と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 起 動 装 置 の 放 出 用 ス イ ッ チ ， 引 き 栓 等 の 作 動 か ら 貯 蔵 容  

    器 等 の 容 器 弁 又 は 放 出 弁 の 開 放 ま で の 時 間 が ２ ０ 秒 以 上 と  

    な る 遅 延 装 置 を 設 け る こ と 。 た だ し ， ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放  

    射 す る も の に あ っ て は ， 遅 延 装 置 を 設 け な い こ と が で き  

    る 。   

   (ｲ) 手 動 起 動 装 置 に は （ ア ） で 定 め る 時 間 内 に 消 火 剤 が 放 出  

    し な い よ う な 措 置 を 講 じ る こ と 。   

   (ｳ) 防 護 区 画 の 出 入 口 等 の 見 や す い 箇 所 に 消 火 剤 が 放 出 さ れ  

    た 旨 を 表 示 す る 表 示 灯 を 設 け る こ と 。   

   (ｴ) 放 出 表 示 灯 を 設 け る 出 入 口 の 見 や す い 箇 所 に は ， 注 意 銘  

    板 を 設 け る こ と 。   

   (ｵ) 放 出 表 示 灯 の 点 灯 の み で は ， 十 分 に 注 意 喚 起 が 行 え な い  

    と 認 め ら れ る 場 合 は ， 放 出 表 示 灯 の 点 滅 ， 赤 色 回 転 灯 の 付  

    置 等 の 措 置 を 講 じ る こ と 。   
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  イ  Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 又 は Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る も の に あ  

   っ て は ， ア （ ウ ） か ら （ オ ） ま で の 規 定 の 例 に よ る こ と 。   

 (13) 予 備 動 力 源 は 別 記 ９ の ４ に よ る こ と 。   

 (14) 全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 （ Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 又 は  

  Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ を 放 射 す る も の に 限 る 。 ） を 設 置 し た 防 護  

  区 画 に は ， 次 の 式 に よ り 求 め た 開 口 面 積 の 避 圧 口 を 設 置 す る こ  

  と 。 ま た ， 避 圧 口 の 排 出 口 を 設 け る 場 所 は ， 常 時 人 が い な い 屋  

  上 の よ う な 安 全 性 に 配 慮 し た 場 所 と す る こ と 。  

Ａ  = Ｋ  × Ｑ ／  Ｐ  − Δ Ｐ   

Ａ  ： 避 圧 口 面 積 （ cm２ ）   

Ｋ  ： 消 火 剤 に よ る 定 数 （ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ ： ２ ７ ３ ０ ， Ｈ Ｆ Ｃ  

   － ２ ２ ７ ｅ ａ ： １ １ ２ ０ ）   

Ｑ  ： 噴 射 ヘ ッ ド か ら の 最 大 流 量 （ m３ ／ min）   

Ｐ  ： 許 容 区 画 内 圧 力 （ Pa）   

△ Ｐ ： ダ ク ト 等 の 圧 力 損 失 （ Pa）   

５  移 動 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 設 置 及 び 維 持 に 関 す る 技 術 上  

 の 基 準 の 細 目 は ， ４ （ ３ ） か ら （ １ ０ ） （ Ｈ Ｆ Ｃ ― ２ ３ 及 び Ｈ Ｆ  

 Ｃ ― ２ ２ ７ ｅ ａ に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） 並 び に 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備  

 の 基 準 ４ （ ６ ） イ ， ウ ， カ ， キ ， （ ２ ４ ） ， ５ （ １ ） か ら （ ３ ） ，  

 （ ５ ） か ら （ ８ ） 及 び （ １ ０ ） の 規 定 の 例 に よ る ほ か ， 次 の と お  

 り と す る 。   

 (1) 移 動 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ， ハ ロ ン  

  ２ ４ ０ ２ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ 又 は ハ ロ ン １ ３ ０ １ と す る こ と 。   

 (2) ノ ズ ル は ， 温 度 ２ ０ ℃ に お い て 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 消 火 剤  

  の 種 別 に 応 じ ， １ の ノ ズ ル に つ き 毎 分 同 表 右 欄 に 掲 げ る 量 以 上  

  の 消 火 剤 を 放 射 で き る も の で あ る こ と 。   

消 火 剤 の 種 類   消 火 剤 の 量   

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２   ４ ５ kg  

ハ ロ ン １ ２ １ １   ４ ０ kg  

ハ ロ ン １ ３ ０ １   ３ ５ kg  
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エ タ ノ ー ル   １ ． ０   １ ． ２       

エ チ ル ア ミ ン   １ ． ０   １ ． ０       

オ ク タ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ガ ソ リ ン   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   

ギ 酸 エ チ ル   １ ． ０   １ ． ０       

ギ 酸 プ ロ ピ ル   １ ． ０   １ ． ０       

ギ 酸 メ チ ル   １ ． ４   １ ． ４       

軽 油   １ ・ ０   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   

原 油   １ ． ０   １ ． ０       

酢 酸 エ チ ル   １ ． ０   １ ． ０       

酢 酸 メ チ ル   １ ． ０   １ ． ０       

酸 化 プ ロ ピ レ ン   ２ ． ０   １ ． ８       

シ ク ロ ヘ キ サ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ジ エ チ ル ア ミ ン   １ ． ０   １ ． ０       
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ジ エ チ ル エ ー テ ル   １ ． ２   １ ． ０       

ジ オ キ サ ン   １ ． ８   １ ． ６       

重 油   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   

潤 滑 油   １ ． ０   １ ． ０       

テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン   １ ． ４   １ ． ４       

灯 油   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   １ ． ０   

ト リ エ チ ル ア ミ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ト ル エ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ナ フ サ   １ ． ０   １ ． ０       

二 硫 化 炭 素   ４ ． ２   １ ． ０       

ビ ニ ル エ チ ル エ ー テ ル   １ ． ６   １ ． ４       

プ ロ パ ノ ー ル   １ ． ０   １ ． ２       

２ ― プ ロ パ ノ ー ル   １ ． ０   １ ． ０       

プ ロ ピ ル ア ミ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ヘ キ サ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ヘ プ タ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ベ ン ゼ ン   １ ． ０   １ ． ０       

ペ ン タ ン   １ ． ０   １ ． ０       

メ タ ノ ー ル   ２ ． ２   ２ ． ４       

メ チ ル エ チ ル ケ ト ン   １ ． ０   １ ． ０       
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別 表 第 ２ （ ３ （ １ ） 関 係 ）  

 別 表 第 １ に 掲 げ る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 及 び 同 表 に お い て 係 数 を 定  

め て い る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 に 係 る 係 数 は ， １ に 規 定 す る 装 置 を 用  

い ， ２ に 規 定 す る 試 験 の 実 施 手 順 に 従 っ て 得 ら れ る 数 値 に 基 づ き ，  

３ に 規 定 す る 算 式 に よ り 求 め る も の と す る 。   

１  装 置  

  装 置 は ， 図 １ 又 は 図 ２ に 示 す カ ッ プ 燃 焼 装 置 と す る 。   

２  試 験 の 実 施 手 順   

 (1) 燃 料 貯 蔵 器 の 中 に 危 険 物 を 入 れ る 。   

 (2) 燃 料 貯 蔵 器 の 下 の ス タ ン ド を 調 節 し て ， 危 険 物 の 高 さ が カ ッ  

  プ 最 先 端 か ら １ ｍ ｍ 以 内 に な る よ う に す る 。   

 (3) 危 険 物 の 温 度 を ２ ５ ℃ 又 は 引 火 点 よ り ５ ℃ 高 い 温 度 の う ち ，  

  い ず れ か 高 い 方 の 温 度 に な る よ う に カ ッ プ の ヒ ー タ で 調 節 す  

  る 。  

 (4) 適 当 な 方 法 で 危 険 物 に 点 火 す る 。   

 (5) 空 気 の 流 量 を ４ ０ ℓ/min に 調 節 す る 。   

 (6) 消 火 剤 を 流 し 始 め ， 炎 が 消 え る ま で 少 し ず つ 流 量 を 増 加 し ，  

  炎 が 消 え た 時 点 の 消 火 剤 の 流 量 を 記 録 す る 。   

 (7) １ ０ mℓ 程 度 の 危 険 物 を カ ッ プ の 表 面 か ら ピ ペ ッ ト で 除 く 。   

 (8) （ ４ ） か ら （ ７ ） ま で の 操 作 を ３ 回 以 上 繰 り 返 し ， 結 果 を 平  

  均 す る 。  

 (9) 次 の 式 に よ っ て Ｔ Ｃ を 算 出 す る 。   

 

   Ｔ Ｃ は ， 消 炎 濃 度 （ 単 位 ％ ）   

   Ｖ ｆ は ， 炎 が 消 え た 時 点 の 消 火 剤 の 流 量 の 平 均 値 （ 単 位  

   ℓ/min）   

 (10) 危 険 物 の 温 度 を ， 沸 点 よ り ５ ℃ 低 い 温 度 又 は ２ ０ ０ ℃ の う  

  ち い ず れ か 低 い 方 の 温 度 に な る よ う に カ ッ プ の ヒ ー タ ー で 調 節  

  す る 。   
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 (11) （ ２ ） 及 び （ ４ ） か ら （ ９ ） ま で の 操 作 を 繰 り 返 す 。   

 (12) （ ２ ） か ら （ ９ ） ま で の 操 作 結 果 又 は ヌ 及 び ル の 操 作 結 果  

   の う ち 高 い 方 の Ｔ Ｃ の 値 を Ｃ と す る 。   

３  係 数 の 求 め 方   

  係 数 は 次 の 式 に よ り 求 め る 。 た だ し ， 消 火 剤 が ハ ロ ン １ ３ ０ １  

 で ， か つ ， ２ に 規 定 す る 試 験 手 順 に よ っ て 算 出 し た 値 Ｃ が ３ ．  

 ３ ％ 以 下 で あ る 場 合 ， 消 火 剤 が Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ で ， か つ ， Ｃ が １ ２ ．  

 ４ ％ 以 下 で あ る 場 合 又 は 消 火 剤 が Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ で ， か つ ，  

 Ｃ が ６ ． ４ ％ 以 下 で あ る 場 合 に あ っ て は ， 係 数 は １ ． ０ と す る 。   

 

  Ｋ は ， 係 数 （ 消 火 剤 が ハ ロ ン １ ３ ０ １ 又 は ハ ロ ン １ ２ １ １ で あ  

 る 場 合 に あ っ て は 小 数 点 以 下 第 ２ 位 を 四 捨 五 入 し て 得 た 数 値 を ０ ．  

 ２ 刻 み と し て 切 り 上 げ る も の と し ， 消 火 剤 が Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 又 は Ｈ  

 Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ で あ る 場 合 に あ っ て は 小 数 点 以 下 第 ２ 位 を 切 り  

 上 げ る も の と す る 。 ）   

  Ｃ ｓ は ， ノ ル マ ル ヘ プ タ ン の 係 数 を １ と す る た め の 基 準 濃 度 で  

 あ っ て ， ハ ロ ン １ ３ ０ １ に あ っ て は ３ ． ０ ％ ， ハ ロ ン １ ２ １ １ に  

 あ っ て は ３ ． ５ ％ ， Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ に あ っ て は １ ２ ． ４ ％ ， Ｈ Ｆ Ｃ  

 － ２ ２ ７ ｅ ａ に あ っ て は ６ ． ４ ％ と す る 。   
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図 １  カ ッ プ 燃 焼 装 置  

  

 

  

  図 ２  カ ッ プ 燃 焼 装 置 （ Ｆ Ｒ Ｉ ガ ラ ス カ ッ プ バ ー ナ ー ）   

 

液 体 燃 焼   

ガ ラ ス カ ッ プ   

ガ ラ ス 外 管   

ガ ラ ス ビ ー ズ   

空 気 － 消 火 剤 混 合 気   


